
●人口
南区は札幌市で唯一人口減少に転じている区である。原因には少子高齢化の促進等が挙げられるが、人口の区外
への流出が他の札幌市内の区に対して大きな影響を与えていると考えられる。
 

資源・課題　～最大の課題は若い世代の流出。資源は数多くあるものの活かしきれていない。～

解決策　～『ブシツ』による愛着の創出～

●コミュニティ
真駒内のサークルは 100 団体を越え、活動が活発であるが、会員の
年齢層は高い。
また、活動は区民センターの部屋で行われており、活動が周りから
見えにくく閉鎖的になってしまっている。
以前は真駒内全体での夏祭りが行われていたが、現在は町ごとの祭
りのみである。

●インフラ
真駒内駅は南北線の終着駅であり、真駒内の住人だけでなく広大な
南区全体の玄関口となっている。
真駒内駅へのバス網は整っているものの、少子高齢化が進むにつれ
バスシステムの維持が難しくなる事が課題となっている。

●自然
開拓当時から保存されている樹齢数百年の大樹が今も
保存されている。しかし、まちに点在しているだけで、
その価値がまちの資産として活かされていない。
また、公園を繋ぐ緑道は魅力的な空間であるが、駅前
空間との接続が悪い。 ミズナラ

樹齢 390 年

●歴史
短い歴史ながらも、北海道開拓の最前線としてエド
ウィン・ダンの開拓地であり、大規模な用水路工事
も行われた。また、札幌オリンピックの会場として
選手村が整備された。しかし、緑道が歩きにくく人
があまり通らないなど、それらの資産がまちの人々
の誇りとして根付いていない。
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学校、区民センター、公園、真駒内駅・バスターミナルが一つの固まりでばら
ばらに点在している。子供達の愛着は学校に対してのみにとどまっている。
まちのサークル活動も区民センターの中に限定されている。　

学校内にあった部室が「学校のブシツ」として学校外に配置される。区民セン
ターに固まっていたまちの人々のサークルの活動場所も「まちのブシツ」とし
て学校のブシツと混合して配置される。
公園と真駒内駅・バスターミナルもそれぞれブシツとしての配置される。

まちのブシツと学校のブシツで区間の共有が生まれると、空間の共同管理な
どの活動を子供達とまちの人々が共同で行う事で活動の共有が生まれる。

　

緑道でブシツがつながる

学校

ブシツ間を緑道や水路で繋ぐ事により、まちに回遊性が生まれ、学校のブシツ
やまちのブシツでの活動が自然のブシツや賑わいのブシツに広がっていく。
やがてその活動が真駒内でしか得られないものとして子供達の思い出として蓄
積していき、愛着がまち全体に広がっていく。　

学校

小学生は部活動や学童の
部屋として使う。
中学生・大学生は部活動
のための部室として使う。

自然のブシツ

大樹や水路、緑道などま
ちの自然を感じる事がで
きる空間。植樹や掃除な
どの維持管理はまちの人
々が行うことでコミュニ
ティが形成される。

まちのブシツ
まちの人々がサークル活
動やまつりなどに使う。
予約すれば誰でも使う事
が可能である。
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エドウィン・ダン記念館
は資源として見ることが
可能だが、子供達があま
り訪れる事はなく、大樹
もその価値が周知されて
いる訳ではない。

樹齢数百年の大樹やまち
に張り巡らされた緑道が
あるが、その価値知られ
ていない。緑道もすべて
整備されている訳でなく、
あまり人が歩いていない。

子供達は学校の中の活動
にとどまり、まちの人々
は区民センターの中の活
動にとどまっているので、
互いの活動が見えない状
態にある。

真駒内駅とそのバスター
ミナルは南区民の重要な
交通拠点となっているが、
通過点としての役割にと
どまっている。

まちのブシツと学校の
ブシツが混在して置か
れることで子供達にコ
ミュニティ活動が見え
るようになる。

単なる通過点であった真
駒内駅・バスターミナル
が人が滞在し、交流する
ブシツとなることで子供
達の活動が生まれる。

学校のブシツとまちの
ブシツが活動を共有す
ることで、子供達はコ
ミュニティ活動に触れ
るようになる。

子供達とまちの人々の活
動が自然のブシツに広が
っていき、大樹の保護や
緑道形成の為の植樹など
で子供が真駒内の自然に
触れることで感じる事が
できるようになる。
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自然のブシツ

子供の愛着を表す

子供やまちの人々が集う
場所。買い物や交通機関
の乗り換え、通学途中、
散歩中の人が一休みした
り、会話ができる空間。

　2040 年を見据えたとき、真駒内は南区の玄関口としてもっとも元気のあるまち出なくて
はならない。それは、真駒内の為だけでなく南区民が依存しているバス網をはじめとしたイ
ンフラを保つ為でもある。
　私達は真駒内が 2040 年になったときにも元気でいるためには若い世代の人々が少しでも
真駒内にやってくることが必要であると考える。しかし、真駒内の現状としては、真駒内は
緑が多く静かで子育ての環境として非常に適しているにもかかわらず、真駒内で育った若者
や子育て世代が他の区や地域に出て行ってしまっている。
　では、このような人々が子育て世代になった時に真駒内に戻ってくる為には何が必要だろ
うか？私達は真駒内で育った若者達のまちへの「愛着」であると考えます。「愛着」を思い
出の蓄積によっ育まれるものと考えると、まちへの「愛着」はそのまちでしか得られない思
い出の蓄積によって育まれる。真駒内へ愛着を持っている人は真駒内でしか得られない思い
出を持っている人であり、自分の子供にもそんな良い思い出を作って欲しいと考えて真駒内
での子育てを選択するのではないだろうか？
　そこで、私達は今の真駒内の子供達が子育て世代になった時に真駒内に帰って来てくれる
土壌を作る為に、子供達がまちに「愛着」を持つ事ができるまちづくりを提案する。しかし、
現在の真駒内では子供達が真駒内固有の思い出を作る事ができるまちとしての多くの資
源があるにもかかわらず、それらが埋もれてしまっている。
　そこで、真駒内の資源を表出させる方法として、『ブシツ』を提案する。

◎埋もれている資源

見える見えない

感じられる

感じられない

◎なぜ愛着を創出するのか
　埋もれている資源は、子供達から存在が見
えない・感じられない状態となっている。
　これを『ブシツ』によって見える・感じら
れる状態に変化させることでまちの資源が子
供達のまちでの思い出、そしてまちへの愛着
を育むようにする。

ブシツの定義と部室との違い
部室　：部活動のためのロッカー、倉庫、活動場所。
ブシツ：まちの人々が活動をする場所。
　　　　ブシツは学校のブシツ・自然のブシツ・まち
　　　　のブシツ・賑わいのブシツの４つに分類され
　　　　る。

子供達の主な活動場所は部活であり、部室である。
子供達はそこで多くの時間をかけて目的を同じとする
仲間と活動する事で価値観を育み、生涯の友を持ち、
一生の思い出を得る。
一方、ブシツでは子供達はまちの人々と空間を共有し、
活動を共有する。それぞれのブシツにおいて活動する
事で埋もれていたまちの資源を発見し、その資源に関
わる活動をすることで直接感じる事ができる。

◎ブシツ

まつりなどのイベントが
自然のブシツで行われる
事により、公園の成り立
ちや歴史ある木々を目に
できる。また、イベント
を実行する側になり歴史
を作る側になれる。

賑わいのブシツ 賑わいのブシツ

まちのブシツ

学校のブシツ

まちのブシツ
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学校のブシツ

こんなサークルも
　あるんだな～

家に帰る前に
遊んでいこう！

おじいさん
こんにちは！

学校のブシツとまちのブシツの連なり

ひさしの下の空間を子供達とまちの人々が共有している。
それぞれのブシツを行き来しやすく、空間だけでなく活動の共有が生まれる場所。
まちの祭りや中学校の文化祭のときにはブシツが臨時の店や展示スペースになる。

今度の文化祭の発表
　どうしますか？

中学校の吹奏楽部と
コラボしましょうよ！

僕たちはいいですよ！

まちのブシツの中の様子

まちのブシツの中ではまちの音楽サークルの人と吹奏楽部の中学生が中学校の文
化祭での企画の打ち合わせをしています。まちのブシツでは子供達とまちの人々
の活動の共有が生まれます。中学生もまちの一員としてまちを盛り上げます。
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ブシツの２階は単身高齢者の住宅となっている。住人である高齢者は１階の部室の管理人の役割を担い、
ブシツの利用者のチェックや使用状況の監督を行う。一方で、ブシツの利用者が単身高齢者と空間や活動
を共有する事で単身高齢者の見守りの役割を果たすことになる。
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◎親水公園
　駅からの軸と緑道、水路が交わったところ
に自然のブシツを配置。真駒内の自然、歴史
が溢れた空間であり、外から真駒内に来る人
に対しても魅力的になっている。
新たに整備する緑道は子供とまちの人が植
樹、管理をすることで、まちに自分の足跡が
残り、まちへの愛着につながる。

◎コミュニティゾーン
　学校のブシツとまちのブシツが空間を共有する場所。
空間の共有からやがて活動の共有に発展する。まさに
まち固有の資源であるまちの人との活動を通して、子供
は唯一無二の体験、思い出を得る。この空間での思い出
が真駒内への愛着を育む要素のひとつとなる。二階
には、単身高齢者が住んでおり管理人を務めている。

◎駐輪場
　現在不足している駐輪場を配置。
滞在できるスペースを隣接させる事で、
駐輪場がただの交通の通過点いなるの
ではなく、活動の場となる。

◎駅前広場
　駅前の道路を迂回させ、駅前広場を
作る事で、幹線道路で分断されてた駅
とまちを繋げる。

◎賑わいの場
　真駒内の住人だけでなく、
南区全体の人々が利用しやすく、
真駒内駅とバスターミナルの間
に配置。真駒内の賑わいを南区
全体に波及させる空間。

◎歴史ゾーン
　忘れ去られた遺構であるが、
区役所が近くに配置された事に
より、真駒内の歴史を感じられる
空間となる。

◎アクティビティ・文化創造空間
　お祭り広場は駅前の空間の中心であり、
真駒内の中でも最も多岐に渡る年齢層の
人々が行き交う場所である。現在は開催
されなくなってしまった真駒内全体での
お祭りを行う事で、まちの活気を集め、子供
達がお祭りを通して真駒内のアクティビティ
・文化を継承し、さらに創造していく場となる。

◎歴史アーカイブ施設
　旧真駒内中学校の校舎を利用して、
真駒内と南区の歴史を知る事ができる
施設を配置。お祭り広場がアクティビティ
・文化の創造の空間であるのに対して、
歴史・文化の保存の役割を担っている。

◎真駒内中学校
　旧真駒内緑小学校の校舎をリノベーション
して使用する。真駒内駅から少し距離を置いて
配置して、子供達が真駒内を歩く時間を長くし、
真駒内を観察する機会が増やす。　

◎バスターミナル
　南区全体への玄関口となる空間。待合室を
筒状にすることで、待っている人同士が向かい
合う事で生まれる新たな出会いやコミュニケ
ーションが発生する。また、座る場所によって
見える真駒内のまちの景色が毎回変わるので、
新たなまちの一面を発見が生まれたりする。
これにより、ただ通過するだけ、ただバスを待
つだけの空間ではなく、コミュニケーション
やアクティビティが生まれる場となる。

赤い点線部分を徒歩県内と定め、
重点的に計画を行った。

◎披露の場
　コミュニティゾーンで行っている音楽
演奏やアート作品、ダンスなどのアクティ
ビティの成果物を披露できる空間。◎共同作業の場

　高齢者と若者世代が共同で
作物栽培や植物の世話を行う
場。多世代間の交流機会を提
供する。

◎南区全体の為の駐車空間
　真駒内外から来た人がここで
車を降りて、真駒内を徒歩で楽し
む事ができる。真駒内の良好な
歩行者環境を活かす為の空間。

◎駅からの軸
　通景の確保をしている。
また、歩行者専用道路となっており
駅に近いほど幅員が広くなっている。

交通量抑制のため
一方通行とする。

駅前の『ブシツ』配置計画図　

南区の拠点となるバスターミナル

用水路の記憶を辿る
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通学路にシンボルツリーの
モズナラを感じることがで
きる。

学校のブシツ

小学生が帰り道に遊ん
でいく。地域の高齢者や
主婦も利用することで関
わりが生まれ、愛着を生
み出す。

まちのブシツ

自然のブシツ歴史をアーカイブする
コミュニティが
子供たちに歴史を繋ぐ。

自然のブシツ

自然のブシツ

小学校前の公園。
通学路にあるブシツで、
通学という活動を通して
愛着が育まれる。

緑道を新たにつくり回遊
を促すことで、愛着を醸
成する。

散歩の途中に気軽に立
ち寄れ休憩できるブシツ
植樹などもこの場所を
拠点として行う。

まちのブシツ

賑わいのブシツ

公園を整備するコミュニ
ティが活動するブシツ。
地域を巻き込み歴史を
感じれるこの場所に回遊
を促す。

早朝ラジオ体操が行わ
れる。単身高齢者や地域
の方、学生が集まるブシ
ツ。

用水路が感じられるよう
な歩行者空間に整備し、
歴史を繋ぐことで回遊を
促す。

大、中、小学生、地域の方
が集うブシツ。
世代を問わずに交流で
きる空間。

自然のブシツ

親水空間を活かしたブ
シツ。
水遊びなど様々なアク
ティビティが行われる。
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学校のブシツ

中学校の部室が学校の
外に配置されている。
まちのブシツと混在して
おり、空間の共有、活動
の共有がなされる。

まちのブシツ

学校のブシツと混在して
いる事で、子供達とまち
の人の距離感が近い空
間が出来上がっている。

賑わいのブシツ

くつろげるスペース、広
場などの賑わい空間が
あることで、バス利用の
通過点としてだけでなく、
留まって活動できるバス
ターミナルの空間。

賑わいのブシツ

商業施設など、賑わいが
生まれる空間。真駒内の
人だけでなく、南区の玄
関口として南区全体の人
が利用できるような交通
アクセスの良い空間。

自然のブシツ

緑道と水路そして駅から
の軸が交わる場所に親
水公園を配置。
真駒内の資源を見て、
感じる事ができる空間。

まちのブシツ

まちの歴史をアーカイブ
する空間。子供達はこの
空間でまちの歴史に触れ
る事ができる。また、お祭
り広場でお祭りが開催さ
れる事で、今度は子供達
が文化・歴史の担い手に
なる空間。

広域の『ブシツ』配置計画図　

大、中、小学校
　 幼稚園
まちのブシツ

自然のブシツ

学校のブシツ

賑わいのブシツ

緑のネットワーク
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本提案では、札幌市の中で最も人口減少、高齢化率が深刻な南区の中心地である真駒
内が 2040 年にも元気なまちである為に、子育て世代になった時に真駒内に帰って来
るようになることを目指し、『ブシツ ( 部室）』をまちに配置する事によって子供達が
真駒内の固有の環境を知覚し触れることで愛着を育むことをコンセプトとしている。

ｖ

エドウィンダンが種蓄場の採水のために開拓
された用水路は今も生きる真駒内の歴史
そのものである。用水路のような歴史ある
自然に子供たちが触れられるようにする

広域交通の拠点であるバスターミナルにブシツを置く事で真駒内駅周辺
の住民と南区全体の住民との交流が生まれる。円形の待ち合い室からは
広場を臨むことができ、子供達のにぎわいがブシツまで伝わってくる。
ブシツを円形のガラスで囲うことで、バスだけでなく周囲にあるブシツ
を利用する人々の交流が促進される。


